
第110期中間報告書
2022年4月1日〜2022年9月30日

証券コード：9059



0

10,000

20,000

30,000

40,000

60,000

50,000

0

500

3,500

3,000

1,500

2,000

2,500

1,000

0

500

1,000

1,500

2,500

2,000

0

10,000

20,000

30,000

50,000

40,000

0

15

30

45

60

75

110期 110期 110期 110期
（中間）

41,284

51.3

48,800

25,960

2,080

833

3,150

1,437

42.7

39,487

109期106期 109期

39,562

107期

44.6

40,831

108期 106期 109期108期

44,035

107期

43,670

108期106期 106期 108期 109期

46.8

41,247

21,562

47,645

23,005 1,040

107期

581

1,725

107期

949
22,07121,497

842

43,736

1,158

2,475

1,611

810

504

1,501

766

3,097

1,548

1,948

49.8

962

（%）（百万円） （百万円） （百万円） （百万円）通期 通期予想 通期予想 通期予想中間期 通期中間期通期中間期 自己資本比率総資産

　株主の皆様におかれましては、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、ここに当社グループの2023年3月期（2022年4月1日から2023年3月31日まで）
の第２四半期決算を行いましたので、株主の皆様に事業の概況をご報告申し上げます。

株主の皆様へ

●第2四半期の業績について

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、
新型コロナウイルス感染症の第７波により感染者が急
増し、そのピークアウトに伴い各種規制が緩和される
一方、ウクライナ情勢を契機とした世界的な原材料や
エネルギー価格の高騰に伴うインフレが進展し個人消
費の冷え込みが懸念され、国内では急速な円安の進展
も加わるなど、先行き不透明な状況が続いております。

　このような経済環境の中、物流業界におきましては、
国内外における貨物量は回復傾向にあるものの、原油
価格は高止まりで推移していることから燃料価格の負
担は続き、依然として厳しい環境にあります。
　当社グループにおきましては、国内部門では、食品・
衛生用品・日用雑貨等の貨物量が引続き堅調に推移し
ていることから営業収益は増収となっているものの、
燃料価格をはじめとする各種コストの増加等により、
利益面におきましては前年を下回っております。一方、

Top Message

代表取締役社長
原島　藤壽

Financial Highlights

私達は、お客様に満足されるサービスを提供し、お客様と共に繁栄します。

経常利益営業収益
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国際部門では、世界各地の経済活動制限により減少し
た国際輸送需要が増加に転じる中で、航空便の減便、
コンテナ不足、港湾混雑等による航空・海上貨物輸送
スペースの供給不足といった要因による特需的な需給
の逼迫とそれに伴う運賃高騰の状態は継続しておりま
す。
　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益
は25,960百万円（前年同四半期比12.8％増）となり、
営業利益は1,373百万円（前年同四半期比11.4％減）、
経常利益は1,437百万円（前年同四半期比7.1％減）と
なりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は特
別損失として子会社における送金詐欺損失などを計上
した結果、833百万円（前年同四半期比13.4％減）と
なりました。

●配当金について

　中間配当につきましては、先にご案内のとおり、前
期中間配当より１円増配し、１株当たり17円とさせて
いただきます。

●当期の見通しについて

　2023年３月期決算までの第３四半期以降の景気動
向は、依然として不透明な状況が続くものと予想され
ます。当社グループは、2022年４月より新たな「中
期経営計画」(2022年４月から2025年３月)をスター
トさせており、柔軟で強固な営業基盤の確立やグルー
プ総合力の進化に積極的に取り組んでいくと共に、引
き続き営業力の強化による収益性の向上を図りつつ、
燃料価格の上昇に伴う適正運賃の確保や更なる効率化
等、利益の向上に向けた取り組みについてもスピード
感を持って進めてまいります。
　2023年３月期の通期連結累計期間の業績予想につ
きましては、前回発表(2022年５月13日付)の業績予
想に変更はなく、連結営業収益48,800百万円、連結営
業利益3,100百万円、連結経常利益3,150百万円、親
会社株主に帰属する当期純利益2,080百万円を見込ん
でおります。
　株主の皆様におかれましては、何卒今後とも変わら
ぬご支援ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。

親会社株主に帰属する当期純利益 総資産／自己資本比率

2



3

Topics

海老名営業所
開設月 2022年3月

所在地 神奈川県海老名市

業務内容
医薬品の物流倉庫 
内作業と配送業務

厚木営業所
開設月 2022年6月

所在地 神奈川県厚木市

業務内容
ペットフード・ 
ペット用品の 
輸配送業務

厚木営業所は、流通業務の総合化および効率化を図る事業で、環境負荷の低減および省力化に資
するものとして、国土交通省より「流通業務総合効率化事業」の認定を受けております。

ロジメディカル 神奈川県に２拠点新規開設し、稼動中
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Financial Statements

前　期
2022年3月31日現在

当第２四半期
2022年9月30日現在

資産の部
流動資産 15,458 15,752

現金及び預金 5,500 5,934
受託現金 2,767 2,962
受取手形、営業未収金
及び契約資産 5,665 5,488

棚卸資産 149 144
前払費用 342 323
リース投資資産 667 596
その他 374 312
貸倒引当金 △9 △10

固定資産 25,789 25,531
有形固定資産 20,988 20,736

建物及び構築物 8,477 8,335
土地 9,879 9,879
その他 2,630 2,521

無形固定資産 808 760
投資その他の資産 3,991 4,034

資産合計 41,247 41,284

前　期
2022年3月31日現在

当第２四半期
2022年9月30日現在

負債の部
流動負債 13,374 13,268

支払手形及び
営業未払金 3,817 3,672

短期借入金 3,549 3,421

未払法人税等 525 431

預り金 2,873 3,070

賞与引当金 340 387

その他 2,268 2,285

固定負債 7,309 6,854

長期借入金 3,469 3,166

リース債務 804 683

役員退職慰労引当金 300 289

退職給付に係る負債 1,090 1,111

資産除去債務 43 43

その他 1,600 1,559

負債合計 20,684 20,123
純資産の部
株主資本 20,128 20,790

その他の包括利益累計額 418 370

非支配株主持分 16 0

純資産合計 20,563 21,160

負債純資産合計 41,247 41,284

（単位：百万円）
中間連結貸借対照表

連結財務諸表
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Financial Statements

前第２四半期
2021年4月 1日から
2021年9月30日まで

当第２四半期
2022年4月 1日から
2022年9月30日まで

営業収益 23,005 25,960

営業原価 20,391 23,397

営業総利益 2,613 2,562

販売費及び一般管理費 1,063 1,188

営業利益 1,550 1,373

営業外収益 92 113

営業外費用 94 49

経常利益 1,548 1,437

特別利益 11 6

特別損失 0 41

税金等調整前四半期純利益 1,558 1,403

法人税等 595 569

四半期純利益 963 833

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 962 833

前第２四半期
2021年4月 1日から
2021年9月30日まで

当第２四半期
2022年4月 1日から
2022年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,814 1,847

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,048 △ 667

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 609 △ 752

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 156 433

現金及び現金同等物の期首残高 4,699 5,273

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,855 5,707

（単位：百万円） （単位：百万円）
中間連結キャッシュ・フロー計算書中間連結損益計算書

国際物流事業
6,816百万円（26.3％）

不動産賃貸事業
446百万円（1.7％）

その他事業
411百万円（1.6％）

貨物自動車運送事業
18,285百万円（70.4％）

営業収益
25,960
百万円

事業別営業収益の状況
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Corporate DataStock Information

役　員

商号  カンダホールディングス株式会社
所在地 東京都千代田区神田三崎町三丁目2番4号
創業  1943年11月
資本金 17億7,278万4,000円
従業員  連結　2,734名

会社概要株式の状況
●発行可能株式総数
●発行済株式の総数
●株　主　数

●大　株　主

38,000,000株
11,654,360株

4,604名

株　主　名 持株数（千株） 持株比率（％）

株式会社原島不動産 3,945 36.65

カンダ従業員持株会 573 5.32

株式会社三井住友銀行 409 3.80

カンダ共栄会 398 3.69

原島藤壽 349 3.24

株式会社原島本店 348 3.23

ユウエイ株式会社 322 2.99

高橋彰子 223 2.07

三菱ふそうトラック・バス株式会社 133 1.23

南関東日野自動車株式会社 122 1.13

（注） 1．上記のほか、当社所有の自己株式891千株があります。
2．持株比率は自己株式を控除して算出しております。

会社概要

（2022年9月30日現在） （2022年9月30日現在）

代 表 取 締 役 社 長 原 島 藤 壽
専 務 取 締 役 山 嵜  　 唯
常 務 取 締 役 中 谷  　 智
取 締 役 江 文 順 一
取 締 役 加 藤 俊 彦
取 締 役 齊 藤  　 実
常 勤 監 査 役 土　 屋　 ミ チ 子
監 査 役 真 下 芳 隆
監 査 役 大 室 幸 子

（注） 1．取締役の加藤俊彦氏および齊藤実氏は、社外取締役であります。
2．  監査役の真下芳隆氏および大室幸子氏は、社外監査役でありま

す。

11,654,360
株

4,604
名

外国法人等
0.19％

その他国内法人
50.48％

個人・その他
43.27％

金融機関  0.10％ 外国法人等  0.43％

その他国内法人
1.56％

証券会社  0.36％

個人・その他
97.52％

株式数 株主数

証券会社  1.40％
金融機関  4.65％

（注）株式数比率・株主数比率は小数点第3位以下を切り捨てて表示しております。



東京都千代田区神田三崎町三丁目2番4号
TEL 03-6327-1811

21世紀の総合物流企業

単元未満株式（100株未満）をお持ちの株主様へ
単元未満株式ご所有の株主様へは単元株（100株）への買増が可能となっております。なお、従来どおり単元未満株の買取（当社へ売却）も行っており
ます。
特別口座に単元未満株式をお持ちの株主様は株主名簿管理人（みずほ信託銀行）へお問い合わせください。証券会社の口座に単元未満株式をお持ちの株
主様はお取引証券会社へお問い合わせください。

　当社は、株主の皆様のご支援にお応
えするために、下記のとおり株主優待
をご用意しております。

《優待対象》
　毎年3月31日現在の当社株主名簿に
記載された100株以上保有の株主様に
対し、年に1回贈呈
《優待内容》
・保有株式100株以上500株未満

1,000円の図書カード　1枚
・保有株式500株以上1,000株未満

1,000円の図書カード　2枚
・保有株式1,000株以上2,000株未満

1,000円の図書カード　3枚
・保有株式2,000株以上3,000株未満

1,000円の図書カード　4枚
・保有株式3,000株以上

1,000円の図書カード　5枚
《贈呈時期》
　毎年6月の定時株主総会終了後に発送

株主優待のお知らせ株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日〜翌年3月31日
剰余金の配当基準日 毎年3月31日

（中間配当を行う場合は9月30日）
定 時 株 主 総 会 毎年6月下旬
単 元 株 式 数 100株
株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目3番3号

みずほ信託銀行株式会社
証券会社に口座をお持ちの場合 証券会社に口座をお持ちでない場合

(特別口座の場合)

郵 便 物 送 付 先・
電 話 お 問 い 合 わ せ 先

お取引の証券会社になります。

〒168-8507　東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行　証券代行部

フリーダイヤル　0120-288-324
(土・日・祝日を除く　9:00〜17:00)

各種手続きのお取扱い先
(住 所 変 更、 株 主 配 当 金
受 取 り 方 法 の 変 更、 マ
イナンバーのお届けなど）

みずほ信託銀行　本店および全国各支店
※トラストラウンジではお取り扱いできませんの
でご了承ください。

未 払 配 当 金 の お 支 払 みずほ信託銀行　本店および全国各支店
みずほ銀行　本店および全国各支店

ご 注 意
支払明細発行については、右の「特別口座の場
合」の郵便物送付先・電話お問い合わせ先・各
種手続きのお取り扱い先をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買取・買増以外の株式
売買はできません。証券会社に口座を開設し、株式の
振替手続を行っていただく必要があります。

公 告 方 法 電子公告（https://kanda-web.co.jp/）
ただし、やむを得ない事由によって、電子公告による公告をするこ
とができない場合には、日本経済新聞に掲載して行います。

○配当金計算書について
租税特別措置法により、株主様に支払配当金額や源泉徴収税額等を記載した支払通知書を通知する
こととなっています。つきましては、支払通知書の法定要件を満たした配当金計算書を同封してお
ります。なお、配当金を株式数比例配分方式によりお受け取りの場合、源泉徴収税額の計算は証券
会社にて行われますので、支払通知書につきましては、お取引の証券会社へご確認ください。

○株式等に関するマイナンバーのお届出のお願い
株式等の税務関係のお手続に関しては、マイナンバーのお届出が必要です。
お届出が済んでいない株主様は、上記お問い合わせ先へマイナンバーのお届出をお願いします。

こ の 冊 子 の 印 刷・
製 本 に 係 る CO₂は
PROJECT-With the 
Earth を通じてオフ
セット（相殺）してい
ます。


